
　
令
和
４
年
２
月
３
日

に
災
害
時
相
互
応
援
協

定
を
締
結
し
た
石
川
県

河か

北ほ
く

郡ぐ
ん

内う
ち

灘な
だ

町ま
ち

で
は
、

今
回
の
能
登
半
島
地
震
で
最
大
震
度
５
弱

の
揺
れ
が
観
測
さ
れ
ま
し
た
。
能
登
半
島

と
比
べ
れ
ば
、
地
震
の
揺
れ
は
大
き
な
も

の
で
は
な
く
、
役
場
庁
舎
の
あ
る
中
心
部

に
は
、
ほ
と
ん
ど
被
害
が
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。
し
か
し
、
干か

ん

拓た
く

に
よ
っ
て
造
成
さ

れ
た
、
河か

北ほ
く

潟が
た

干か
ん

拓た
く

地ち

の
近
く
に
あ
る
宮み

や

坂さ
か

地
区
・
西に

し

荒あ
ら

屋や

地
区
・
室む

ろ

地
区
で
は
、

大
規
模
な
液
状
化
に
よ
り
、
道
路
や
上
下

水
道
、住
宅
な
ど
、多
く
の
被
害
が
発
生
し
、

復
旧
・
復
興
の
目
途
が
立
っ
て
い
ま
せ
ん
。

　
１
月
１
日
㊊
㊗
午
後

４
時
10
分
ご
ろ
、
石
川

県
の
能
登
地
方
を
震
源

と
す
る
地
震
が
発
生
し

ま
し
た
。
地
震
の
規
模

を
示
す
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
は
７
・
６
で
、
石

川
県
志し

賀か

町ま
ち

で
は
、
最
大
震
度
７
の
激
し

い
揺
れ
を
観
測
し
ま
し
た
。
阪
神
・
淡
路

大
震
災
や
熊
本
地
震
の
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド

は
７
・
３
で
あ
り
、
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
が
１

違
え
ば
、
地
震
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
約
33
倍

と
な
る
こ
と
か
ら
、
過
去
に
あ
っ
た
２
つ

の
地
震
よ
り
大
き
な
規
模
で
あ
っ
た
こ
と

が
分
か
り
ま
す
。
ま
た
、
強
い
揺
れ
の
地

震
は
複
数
回
発
生
し
て
お
り
、
１
月
６
日

㊏
ま
で
に
、
震
度
５
強
以
上
の
揺
れ
が
９

回
観
測
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
地
震
に
伴
う
津
波
に
よ
り
、

石
川
県
珠す

洲ず

市し

、
能の

登と

町ち
ょ
う、

志
賀
町
の
３

市
町
で
合
計
約
１
９
０
ヘ
ク
タ
ー
ル
（
東

京
ド
ー
ム
約
40
個
分
に
相
当
）
が
浸
水
し
、

特
に
浸
水
域
が
広
か
っ
た
珠
洲
市
南
部
の

宝ほ
う

立り
ゅ
う

町ま
ち

地
域
は
、
浸
水
深
が
約
４
メ
ー
ト

ル
に
達
し
た
と
み
ら
れ
て
い
ま
す
。
被
害

の
全
容
が
明
ら
か
に
な
る
に
は
、
ま
だ
ま

だ
時
間
を
要
し
ま
す
が
、
家
屋
の
倒
壊
や

津
波
、
火
災
な
ど
、
地
震
の
発
生
が
直
接

令
和
６
年

能
登
半
島

地
震

内
灘
町
の

被
害
状
況

地
震
に
備
え
よ
う
！

　
内
灘
町
か
ら
の
災
害
時
相
互
応
援
協

定
に
基
づ
き
、
被
災
地
の
現
状
や
支
援

ニ
ー
ズ
の
確
認
、
支
援
物
資
を
搬
送
す

る
た
め
に
、
副
町
長
を
中
心
と
し
た
先

遣
隊
が
１
月
６
日
㊏
に
出
発
し
ま
し
た
。

　
支
援
物
資
と
し
て
、
町
内
企
業
の
エ
ア
ウ
ィ
ー
ヴ
株
式

会
社
か
ら
は
就
寝
用
の
マ
ッ
ト
レ
ス
を
、
三
菱
ケ
ミ
カ
ル
・

ク
リ
ン
ス
イ
株
式
会
社
か
ら
は
５
０
０
㎖
の
ペ
ッ
ト
ボ
ト

ル
飲
料
水
を
ご
提
供
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
内
灘
町
の
川
口
町
長
へ
支
援
物
資
を
お
渡
し
し
、
被
害

状
況
な
ど
を
確
認
し
た
と
こ
ろ
、
液
状
化
に
よ
っ
て
、
上

下
水
道
の
復
旧
や
、
り
災
証
明
を
発
行
す
る
た
め
の
調
査

に
係
る
人
員
、
携
帯
ト
イ
レ
な
ど
の
生
活
に
必
要
な
物
資

が
不
足
し
て
い
る
旨
を
お
聞
き
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
1
月
29
日
㊊
に
、
町
で
開
催
し
た
イ
ベ
ン
ト
や
、

各
種
団
体
・
町
内
の
各
小
中
学
校
な
ど
か
ら
集
ま
っ
た
義

援
金
（
２
１
０
万
３
０
０
０
円
）
を
、
町
長
か
ら
内
灘
町

の
川
口
町
長
へ
お
渡
し
し
ま
し
た
。
引
き
続
き
、
町
と
し

て
も
、
被
災
地
の
早
期
復
興
に
協
力
す
べ
く
、
必
要
な
支

援
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

　
今
回
、
能
登
半
島
で
発
生
し
た
地
震
は
、

い
わ
ゆ
る
内
陸
型
地
震
（
直
下
型
地
震
）

と
呼
ば
れ
、
地
表
近
く
の
活
断
層
に
よ
る

も
の
で
す
。
震
源
が
近
く
、
突
然
大
き
な

揺
れ
に
襲
わ
れ
る
こ
と
が
特
徴
で
、
い
つ

ど
こ
で
発
生
し
て
も
お
か
し
く
な
い
地
震
で
す
。
一
方
で
、

こ
の
地
域
で
発
生
が
危
惧
さ
れ
て
い
る
南
海
ト
ラ
フ
地
震
は
、

海
溝
型
地
震
と
呼
ば
れ
、
海
の
中
に
あ
る
プ
レ
ー
ト
に
起
因

す
る
も
の
で
す
。
初
め
は
カ
タ
カ
タ
と
し
た
小
さ
な
揺
れ
を

感
じ
、
そ
の
後
、
横
に
大
き
く
揺
さ
ぶ
ら
れ
る
よ
う
な
揺
れ

が
来
ま
す
。
揺
れ
て
い
る
時
間
が
長
く
、
東
日
本
大
震
災
の

と
き
の
よ
う
に
、
数
分
間
続
く
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
主
に
海

の
中
で
発
生
す
る
た
め
、
沿
岸
部
の
地
域
が
大
き
く
揺
れ
、

巨
大
な
津
波
が
発
生
す
る
可
能
性
が
高
く
な
る
こ
と
も
特
徴

で
す
。

　
こ
の
よ
う
に
、
地
震
の
種
類
に
よ
っ
て
揺
れ
方
や
規
模
な

ど
に
違
い
は
あ
り
ま
す
が
、
共
通
す
る
こ
と
と
し
て
、
地
震

の
揺
れ
に
よ
っ
て
、
住
宅
の
倒
壊
や
家
具
が
転
倒
す
る
危
険

性
が
高
ま
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
阪
神
・
淡
路
大
震
災
で
亡

く
な
っ
た
方
の
ほ
と
ん
ど
が
、
住
宅
の
倒
壊
や
家
具
の
転
倒

に
よ
る
圧
迫
死
で
し
た
。
非
常
食
や
携
帯
ト
イ
レ
を
備
蓄
す

る
こ
と
は
、
も
ち
ろ
ん
大
切
で
す
が
、
自
ら
の
命
を
守
る
た

め
に
、
住
宅
の
耐
震
化
や
家
具
固
定
を
最
優
先
に
行
い
ま
し
ょ

う
。
町
で
は
、
昭
和
56
年
５
月
31
日
以
前
（
旧
耐
震
基
準
）

に
着
工
さ
れ
た
木
造
住
宅
に
つ
い
て
、
無
料
で
耐
震
診
断
を

行
っ
て
お
り
、
耐
震
補
強
工
事
が
必
要
と
な
っ
た
場
合
の
補

助
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　
必
要
な
備
蓄
品
や
対
策
は
そ
れ
ぞ
れ
の
家
庭
で
違
い
ま
す

の
で
、
こ
の
機
会
に
防
災
対
策
に
つ
い
て
家
族
で
話
し
合
っ

て
み
ま
し
ょ
う
。

問
合
せ

　
防
災
安
全
課

　
安
全
テ
ラ
ス
グ
ル
ー
プ

☎
（
0
5
6
4
）
62
・
1
1
1
1
（
内
線
3
7
3
）

℻  （
0
5
6
4
）
63
・
5
1
3
9

地
震
へ
の

備
え

被
災
地

へ
の
支
援

原
因
と
な
っ
て
亡
く
な
っ
た
方
は
、
熊
本

地
震
が
50
人
で
あ
っ
た
の
に
対
し
、
能
登

半
島
地
震
で
は
、
す
で
に
２
０
０
人
を
超

え
て
お
り
、
災
害
関
連
死
を
含
め
れ
ば
、

さ
ら
に
増
え
て
い
く
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま

す
。

　
愛
知
県
内
で
は
、
西
尾
市
で
震
度
４
を

観
測
し
、
テ
レ
ビ
や
携
帯
電
話
か
ら
緊
急

地
震
速
報
が
鳴
り
響
き
ま
し
た
が
、
幸
い

な
こ
と
に
、
幸
田
町
で
は
震
度
３
が
観
測

さ
れ
た
の
み
で
、
地
震
に
よ
る
被
害
の
報

告
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

支援回数 日にち 物資 数量

1 1月6日

500ｍｌペットボトル飲料水
（三菱ケミカル・クリンスイ提供）960本

マットレス（エアウィーヴ提供） 30枚
携帯トイレ 4,500個
ブルーシート 150枚
大人用おむつ 6箱（108枚）
粉ミルク 324回分

2 1月9日 携帯トイレ 6,900個

3 1月10日 携帯トイレ（西尾市提供） 3,000個
携帯トイレ（蒲郡市提供） 1,000個

4 1月15日

500ｍｌペットボトルお茶
（JAあいち三河提供） 240本

箱ティッシュ 600個
ウェットティッシュ 600本
ペーパータオル 450個
割りばし 4万膳
速乾性手指消毒剤
（1Lポンプ式） 10本

エタプロコールG（5L） 9本

■内灘町への支援物資一覧（1月15日時点）

■復旧・復興業務派遣職員一覧

日にち 派遣先 派遣業務 派遣人数
1/15～1/16 内灘町 下水道施設調査 2
1/15～1/22 内灘町 被災家屋の被害認定調査 2
1/22～1/29 内灘町 被災家屋の被害認定調査 2
1/28～2/4 志賀町 被災家屋の被害認定調査 1
1/29～2/5 内灘町 被災家屋の被害認定調査 2
2/11～2/18 志賀町 被災家屋の被害認定調査 1

出典：気象庁資料

幸田町職員撮影：傾いた道路看板

幸田町職員撮影：液状化で傾いた家と砂に埋まった車 幸田町職員撮影：道路被害

左：内灘町川口町長

町長に出発の報告をする副町長

内灘町の消防団と協力して荷下ろし

地震に備えよう！
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い
る
南
海
ト
ラ
フ
地
震
は
、

海
溝
型
地
震
と
呼
ば
れ
、
海
の
中
に
あ
る
プ
レ
ー
ト
に
起
因

す
る
も
の
で
す
。
初
め
は
カ
タ
カ
タ
と
し
た
小
さ
な
揺
れ
を

感
じ
、
そ
の
後
、
横
に
大
き
く
揺
さ
ぶ
ら
れ
る
よ
う
な
揺
れ

が
来
ま
す
。
揺
れ
て
い
る
時
間
が
長
く
、
東
日
本
大
震
災
の

と
き
の
よ
う
に
、
数
分
間
続
く
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
主
に
海

の
中
で
発
生
す
る
た
め
、
沿
岸
部
の
地
域
が
大
き
く
揺
れ
、

巨
大
な
津
波
が
発
生
す
る
可
能
性
が
高
く
な
る
こ
と
も
特
徴

で
す
。

　
こ
の
よ
う
に
、
地
震
の
種
類
に
よ
っ
て
揺
れ
方
や
規
模
な

ど
に
違
い
は
あ
り
ま
す
が
、
共
通
す
る
こ
と
と
し
て
、
地
震

の
揺
れ
に
よ
っ
て
、
住
宅
の
倒
壊
や
家
具
が
転
倒
す
る
危
険

性
が
高
ま
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
阪
神
・
淡
路
大
震
災
で
亡

く
な
っ
た
方
の
ほ
と
ん
ど
が
、
住
宅
の
倒
壊
や
家
具
の
転
倒

に
よ
る
圧
迫
死
で
し
た
。
非
常
食
や
携
帯
ト
イ
レ
を
備
蓄
す

る
こ
と
は
、
も
ち
ろ
ん
大
切
で
す
が
、
自
ら
の
命
を
守
る
た

め
に
、
住
宅
の
耐
震
化
や
家
具
固
定
を
最
優
先
に
行
い
ま
し
ょ

う
。
町
で
は
、
昭
和
56
年
５
月
31
日
以
前
（
旧
耐
震
基
準
）

に
着
工
さ
れ
た
木
造
住
宅
に
つ
い
て
、
無
料
で
耐
震
診
断
を

行
っ
て
お
り
、
耐
震
補
強
工
事
が
必
要
と
な
っ
た
場
合
の
補

助
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　
必
要
な
備
蓄
品
や
対
策
は
そ
れ
ぞ
れ
の
家
庭
で
違
い
ま
す

の
で
、
こ
の
機
会
に
防
災
対
策
に
つ
い
て
家
族
で
話
し
合
っ

て
み
ま
し
ょ
う
。

問
合
せ

　
防
災
安
全
課

　
安
全
テ
ラ
ス
グ
ル
ー
プ

☎
（
0
5
6
4
）
62
・
1
1
1
1
（
内
線
3
7
3
）

℻  （
0
5
6
4
）
63
・
5
1
3
9

地
震
へ
の

備
え

被
災
地

へ
の
支
援

原
因
と
な
っ
て
亡
く
な
っ
た
方
は
、
熊
本

地
震
が
50
人
で
あ
っ
た
の
に
対
し
、
能
登

半
島
地
震
で
は
、
す
で
に
２
０
０
人
を
超

え
て
お
り
、
災
害
関
連
死
を
含
め
れ
ば
、

さ
ら
に
増
え
て
い
く
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま

す
。

　
愛
知
県
内
で
は
、
西
尾
市
で
震
度
４
を

観
測
し
、
テ
レ
ビ
や
携
帯
電
話
か
ら
緊
急

地
震
速
報
が
鳴
り
響
き
ま
し
た
が
、
幸
い

な
こ
と
に
、
幸
田
町
で
は
震
度
３
が
観
測

さ
れ
た
の
み
で
、
地
震
に
よ
る
被
害
の
報

告
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

支援回数 日にち 物資 数量

1 1月6日

500ｍｌペットボトル飲料水
（三菱ケミカル・クリンスイ提供）960本

マットレス（エアウィーヴ提供） 30枚
携帯トイレ 4,500個
ブルーシート 150枚
大人用おむつ 6箱（108枚）
粉ミルク 324回分

2 1月9日 携帯トイレ 6,900個

3 1月10日 携帯トイレ（西尾市提供） 3,000個
携帯トイレ（蒲郡市提供） 1,000個

4 1月15日

500ｍｌペットボトルお茶
（JAあいち三河提供） 240本

箱ティッシュ 600個
ウェットティッシュ 600本
ペーパータオル 450個
割りばし 4万膳
速乾性手指消毒剤
（1Lポンプ式） 10本

エタプロコールG（5L） 9本

■内灘町への支援物資一覧（1月15日時点）

■復旧・復興業務派遣職員一覧

日にち 派遣先 派遣業務 派遣人数
1/15～1/16 内灘町 下水道施設調査 2
1/15～1/22 内灘町 被災家屋の被害認定調査 2
1/22～1/29 内灘町 被災家屋の被害認定調査 2
1/28～2/4 志賀町 被災家屋の被害認定調査 1
1/29～2/5 内灘町 被災家屋の被害認定調査 2
2/11～2/18 志賀町 被災家屋の被害認定調査 1

出典：気象庁資料

幸田町職員撮影：傾いた道路看板

幸田町職員撮影：液状化で傾いた家と砂に埋まった車 幸田町職員撮影：道路被害

左：内灘町川口町長

町長に出発の報告をする副町長

内灘町の消防団と協力して荷下ろし

地震に備えよう！特集
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